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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

６
月
の
菊
陽
町
議
会
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
会
の
選
任
同
意
を
賜
り
、
７
月

１
日
付
で
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

井
手
義
隆
と
申
し
ま
す
。
全
国
的
に
人
口

が
減
少
す
る
中
、
人
口
の
増
加
が
続
き
、

県
下
で
も
活
力
の
あ
る
菊
陽
町
の
副
町
長

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
あ

ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

行
政
の
役
割
は
、
治
山
治
水
・
防
災
に

よ
り
皆
さ
ま
の
生
命
財
産
の
安
全
を
確
保

し
、
経
済
・
産
業
を
隆
盛
に
し
て
皆
さ
ま

の
豊
か
な
生
活
を
安
定
さ
せ
、
教
育
文
化

を
盛
ん
に
し
て
未
来
へ
の
礎
を
確
固
た
る

も
の
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
、
菊
陽
町
に
は
、こ
の
「
安
全
」「
経

済
・
産
業
」「
教
育
文
化
」
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
「
勢
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
営
々

と
し
た
努
力
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
た
も
の

で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
「
勢
い
」
を
削
ぐ

こ
と
な
く
次
代
に
承
継
さ
せ
る
べ
く
、
皆

さ
ま
と
ご
一
緒
に
働
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効

率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
仕
事
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
透
明
性
を
確
保
し
、
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

副
町
長
の
役
割
は
、
町
長
を
補
佐
し
、

町
長
の
命
を
受
け
、
政
策
と
企
画
を
つ
か

さ
ど
り
、
町
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監

督
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、
菊
陽
町
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
町
長
に
井
手
義
隆
が
就
任
し
ま
し
た

　町教育委員会は、平成23年12月に平成32年度
までの10年間を計画期間とする「菊陽町教育振
興基本計画」を策定し、未来を切り拓く教育の振
興を進めています。この計画は「前途洋々と陽光
『さん』と輝く人材を育む」という教育理念のもと、
その実現のために４つの取り組み方針を定めてい
ます。
　そのうち「義務教育」の分野では、教職員一人
一人の指導力を高めることを目標の一つとしてお
り、その実現を目指して、「きくようのちから」
を約１年かけて町内各小中学校の代表16人の発
案により作成しました。これは教職員向けに、狙
いを明確にした授業づくりや板書のこつなど日々
の授業の進め方を具体的にアドバイスしたもので、
児童・生徒の学力向上につなげることが狙いです。
詳しくは、町ホームページをご覧になるか、お問
い合わせください。
■問い合わせ
　教育委員会　学務課　☎（232）4918

「きくようのちから」できました
～授業は笑顔で始めて笑顔で終わる！～

　毎日一生懸命頑張っている先生方にはそれぞれ個性があります。
その個性を生かしながら授業の基礎・基本を大事にしてもらいた
いと思います。先生方の表情豊かな授業が、子どもたちの心を和
ませ、学習への意欲を湧かせることでしょう。「きくようのちか
ら」を読んで、あらためて授業を振り返り指導に生かすこと。そ
れが子どもたちの学力向上につながることと信じています。

「きくようのちから」
 を作った思いとは－

赤峰教育長にインタビュー

表紙の絵は夏目漱石の小説「坊ちゃん」に登場する
個性豊かな先生たちを表現しています

い

で
よ
し
た
か

【学歴】
Ｓ49.３　立命館大学産業社会学部卒業

【職歴】
Ｓ50.４　熊本県職員採用（家庭児童課）
Ｈ２.４　企画開発部企画課
Ｈ３.４　㈱熊本県商品計画センター出向
Ｈ６.４　商工観光労働部企業立地課
Ｈ８.４　くまもとファズ㈱出向
Ｈ11.４　企画開発部文化企画課長補佐
Ｈ12.４　㈶グリーンピア南阿蘇に出向
Ｈ13.４　福岡事務所長
Ｈ16.４　地域振興部文化企画課長
Ｈ20.４　球磨地域振興局長
Ｈ21.４　熊本県労働委員会事務局長
Ｈ22.３　熊本県退職
Ｈ22.７　㈶熊本テルサ専務理事・館長

家
庭
的
保
育
者
に
な
る
た
め
の
研
修
会
を
行
い
ま
す

保育

問 

福
祉
課　

保
育
所
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

家
庭
的
保
育
事
業
と
は

　

家
庭
的
保
育
者
が
家
庭
的
保
育
補
助
者

を
雇
い
、
自
宅
や
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
、

少
数
の
乳
幼
児（
生
後
６
カ
月
〜
３
歳
未

満
児
）を
保
育
す
る
も
の
で
す
。
同
保
育

者
が
町
と
委
託
契
約
を
結
び
「
国
が
定
め

る
基
準
」
に
沿
っ
て
保
育
を
行
い
ま
す
。

■
家
庭
的
保
育
者
と
は

　

保
育
士
資
格
を
持
ち
、
定
め
ら
れ
た
研

修
を
受
け
、
町
か
ら
認
定
を
受
け
た
人
で

す
。

■
家
庭
的
保
育
補
助
者
と
は

　

家
庭
的
保
育
者
を
補
助
す
る
人
で
、
保

育
士
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定
め

ら
れ
た
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■「
国
が
定
め
る
基
準
」
の
主
な
も
の

❶
児
童
数
は
保
育
者
１
人
で
３
人
以
内

❷
保
育
室
の
面
積
は
９
・
９
㎡
以
上

❸
衛
生
的
な
調
理
設
備
の
整
備

❹
幼
児
の
遊
戯
な
ど
に
適
す
る
庭（
ま
た

　

は
付
近
の
公
園
）の
具
備

❺
保
育
計
画
の
作
成

❻
保
育
の
記
録

家
庭
的
保
育
者
や
家
庭
的
保
育
補
助

者
に
な
る
た
め
に
は

　

県
が
主
催
す
る
研
修
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
研
修
は
９
月
中
ご
ろ
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

研
修
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
福
祉

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

８
月
28
日（
水
）　

午
後
５
時

第９回菊陽町次世代育成支援「陽っ子まつり」を開催します 

■日時　８月31日（土）　午前９時30分～正午
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容　
　午前９時30分　受付開始
　午前９時45分　開会式
　午前10時　　　交通安全教室（交通安全協会）
　午前10時30分　救命教室（菊池南消防署）
　午前11時　　　いちごくらぶコンサート
　正午　　　　　 閉会式

■問い合わせ　
　福祉課　子育て支援係　☎（232）4913

毎年たくさんの人にご来場いただいている「陽っ子まつり」を、今年も開催します。昨年に引き続き、子育て相談
コーナーや食育コーナー、伝承遊び、山口仁美先生のベビーマッサージなど、さまざまな催しを行います。また、
交通安全教室や救命教室、「いちごくらぶ」による歌や踊りを交えての参加型のコンサートを計画しています。
町内に住んでいる人はもちろん、町外に住んでいる人も大歓迎です。入場無料ですので、皆さんのお越しをお待ち
しています。

町
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
家
庭
的
保
育
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
家
庭
的
保
育
者（
通
称
：
保
育
マ
マ
）と
家
庭
的
保
育
補
助
者
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

ひかり

ひかり

▲いちごくらぶ

▲交通安全教室▲交通安全教室▲交通安全教室

▲ベビーマッ
サージ

▲ベビーマッ
サージ

▲ベビーマッ
サージ

ひら


